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リスニンゲ・タスクの設計

兵庫教育大学大学院 達川査一

O.はじめに

多くの英語教育関係者が、日本の英語授業において「聞いたり J r話したり」する技能の指導

の必必性を説いてきた。その結m、1994年4月から「オーラル・コミュニケーション」という新

しい科目がスタートしたが、その教材や指導のあり方はより一層研究・工夫がなされなければな

らないのが史的である。とりわけ、 「リスニング(聞き取り)Jの領域のおいては、 「その技能

の三え上はなされてきたが、その技能を身につけるための適切な畠単はなされていない」とよく

言われる。本稿では「聞く」という活動の指導において組幹をなすべき・リスニング・タスク・

の設計について検討をし、それに基づいて中学校・高等学校の教科書分析を行ない、今後の指導

のための示唆を得たいと考えている。

1. 2つの変数の調整

リスニング・タスクの設計は言い換えれば、学習者のリスニング能力に合わせたタスクの調整、

あるいは段階付けをするという作業になる。この点について Richards(1983:232)， Anderson & 

Lynch (1988: 89)は大きく分けて、 inputfacotrsと taskfactorsの2つの変数があるとして

おり、彼らの考え方をここでは視座として利用したいと思う。
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(Richards 1983: 232) 

2. Input factors 

inputは mediumfactorsと text.factorsの2種類に分けられる。

2.1. Medium factors 

1. The type of delivery (Rixon 1986: 56) 

. The speed of spoken texts 

. Pause 

. Accent 

. Clari ty of pronunciat ion 

. Background noise (and voices) 
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2. The number of speakers 

①話し干の人数が増えるほど埋解が困懸になる。

② II~性の二人による会話の方が男女二人による会話ーよりも困難である。

③ 「三人」が無理なく処理できる限界である。

3. Support (visual aids， non-verbal signals， quality of voice， 

title or headlineなどの与え方)

2.2. Text factors 

readingとの共通部分の多い textfactorsについて、まとめると次のようになる。

1. Familiarity of subject matter 

. General Background Knowledge (Script， Schema) 

. Cultural factors 

2. Density of information 

(Redimdancyが多いかどうか)

3.引leexplicitness and sufficiency of the information 

(The type of referring expressionsと情報が十分に与えられているか)

4. The discourse structure and the clarity wi柏崎ichthis is signalled 

(どのように informationが組み立てられているか)

5. Chronological order 

(談話の展開が、時間の流れに沿っているかどうか)

6. The type or ・genre'of text (Brown & Yule 1983: 85) 

(‘static' or 'dynamic' ，or 'abstract') 

7.その他

3. Task factors 

. Grammatical complexity (syntactic complexity) 

. The length of text 

. Th巴四ountof low frequency vocabulary 

リスニングの授業は、下図のような3種類のタスクから構成されている。

【図2】r -pre-listening tasks 

while-listening tasks 

3.1. Pre-listening tasks 

listening for perception 聴覚タスク)

1 isteni昭 forinformation 聴解タスク)

1 istening for communication 11 

post-listening tasks 

Underwood (1989: 44)は、 rQt話集めや絵の提示などを行って schemaactivationを行い、

内符j!~解を助けた 6 、 『聞きたい』という動機付けのために、 pre-listeni昭を設計する」と述

べている。この pre-listeningの内容や量によって、次の段階の while-l isteningの負荷は大
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きくJ正午lされる。

3.2. While-listeni昭 tasks

whi le-l isteningは、聴覚タスクと聴解タスクに大別できる。

3.2.1.聴覚タスク

Ur (1984: 35-46)は、聴覚タスクを word-levelと sentence-levelに分け、特に word-

levelにおける minimal-pairdistinctionにおいては、それをテストするのではなく、訓練す

ることを11的とすべきであるとしている。また、このような perceptionの作業は単調になりが

ちであるので、多掠なテクニックをJIJいるべきだとも述べている。諸学者の与えをまとめてみる

と、聴覚タスクの設計においては、 'the rhythmic structure of English'，と・ theprinciple 

of least effort' (i1!結、弱j臣、脱務、同化、リズムの等時間隔性、イントネーションなど)

を学習者に理解させることが肝要であると言える (Brown1990: 55，吉田 1984:80)。

3.2.2.聴解タスク

3.2.2.1.代表的な tasktypeの分類

聞いた passageの情報を理解したり、相互作用のある communicationにつなげるための聴解

タスクであるが、その作業領域としては Richards(1983: 235)が示しているような8つの分類

が代表的なものとして挙げられる。

① Matching or distinguishing ~ Scanning 

@ Transferring ⑤ Extending 

GD Transcribing ~ Condensing 

3.2.2.2. r聴解タスク」段階付けの試み

⑦ Answering 

@ Predicting 

上記の Richardsの分顕は学習者が何かを聞いて行う作業領岐を示したものであり、多くの研

究者が言及している (Lund1990， Morley 1991)。 しかL、必ずしも①から@の願に clear-cut

に段階付けができるとは言い難いと思う。そこで、彼の分却をベースにしながらも、リスニング

川教付に桂樹する代表的なタスクをより具体的に盛り込み、 q法解タスク」の段階付けを試みる。

諸学者の説 (Richards1983， Ur 1984， Anderson & Lynch 1988， Rost 1991， Underwood 1989， 

Nunan 1989， 1991， Brindley 1988，竹蓋 1989)を総合すると、以下の4}誌が比較的客観的に判

断し易い基準であると考えられる。

(a)反応をどのような手法で求めるか。

1 . verbalか、 まfこは non-verbalか。

2.選択肢が与えられているかどうか。

(b)理解が partialでよいか、 globalでないといけないか。

(c)反応が mechanicalでよいか、 meaningful， communicativeなものを必要とするか。

これらの基準をもとに、 「胞解タスク」の負荷の軽重をとりまとめてみると【表1】 (次ページ)

のようになる。それぞれの段階がオーバーラップする部分も残るがリスニング周テキストに登場

する代表的なタスクは大まかにこのような段階付けができるとJJ.tう。

3.3. Post-listening tasks 

post-l isteningでは、これまでのような内容理解のチェックという作業だけに終始せず、そ

れ自身が日的を持った活動にすべきである。 while-l isteningまでが負荷の重いタスクであった

場合には、 interactionの卜分望める oralextension workを与えても良いし、また while-

1 isteningのタスクが適当であった場合には、少し長めのテクストを読ませて内符が一致するか

どうかを判断させたり、聞き取りの際に取ったメモをもとに文章の形にiuしてみる、というよう

な他投能との統合を図ることのできる段陪と言える (Blunde¥let al. 1981: vii)。
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【表 1】 「聴解タスク」の段階付け

(a)I 

Performing action 

Identifying 

Finding discrepancies 

Drawing a picture 

Partial Dictation 

Filling in the grid 

Following a map 一

Multiple choice (/ T or F) 

Verbal response 

Full Dictation 

Sequencing 

Main idea comprehension 

Predicting or Inferencing 

Full comprehension to summarize + 

Evaluating or Problem-solving + 

4.分類表の作成と教科書分析

4.1. 'Text type-task' matrixの作成

(a)2 (b) (c) 

一

一

一

一

一

(一)

(一) + 

+ 

+ + + 

+ + + 

+ 十 + 

一負荷が軽い
+ 負荷が重い

負荷
集計

-3 

-3 

-3 

-2 

-2 

-2 

-2 

-2 

-1 

o 

o 

1 

3 

4 I 

4 

次に、今まで検討してきたことをより良いタスク設計にどのように生かすかということを考え

てみたい。その一つの方法として、リスニング・タスクの難易を点検するための「分類表の作成」

ということを提案したい。なぜなら、この分類表を作成することには少なくとも次のような3つ

の意義が見い出せるからである。

①教師にとってタスクの負荷調整のための視座となり得る。

②作業領域バランスの点検ができる。

③個々の学習者の(不)得意な作業領域の明確化が可能となり、指導のポイントを絞るこ

とができる。(診断)

縦軸に taskの具体例を置き、横軸には inputの要因に関わるもののうち、客観的な判断の下

しやすい rtextの typeJを置いて matrixを作成してみる。(【表2]参照)
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‘Text type-task' matrix 
m 0 r e d f f c u 1 t 

【表 2]

a・
Static Dynamic Abstract 

¥task ¥、t凶、e田叫収叫、tIype | Bh…e 
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Instruction telling Expressing 

Action 

Identifying 
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Drawing 

Partial Dictation 

Fi 11 ing in Grid 

Following a Map 

Multiple Choice 

Verbal Response 

Full Dictation 
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Main idea(s) 
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Evaluating or 

Problem-solvi旦
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4.2.中学校・高等学校用英語教科書のタスク分析

'Text type-task' matrix を則いてリスニング・タスクの分析を行った。中学校 1~3年生

と高等学校オーラル・コミュニケーションB (以下OC-B)の採択率の高い上位5社の教科書を検

討した。占有率は中学校約90%、高校OC-Bが約60%である。分析の結果は AppendixA 

からE に示してあ・る。
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4.3.分析結果についての考察

4.3.1.タスクの側面から

①高校段階においては手法が多彩になっている。 【図3、4】

【図3]タスクの種類(中学校) 【図4】タスクの種頬(高校OC-B)

②動作で反応を求めるタスクがほとんどない。

③絵などを見て Identifyingさせるタスクは、中学校・高校OC-Bともに充実している。

(ビジュアルの多用)

④ Dictationが中学校ではほとんど取り入れられていない。

⑤ Multiple choice， Verbal response， Filli昭 inthe gridなどの scanningに属

する作業は、取り組み易く、内容・量ともに充実している。 【図5、6】

【図5】scanningに関わるタスク(中学校) 【図6]scanningに関わるタスク(高校OC-B)

E民}

E脱)

~ Main idea comprehensionが高校で増えているのは良い傾向である。

⑦ Predictionのタスクは、単発的な発話に対しての反応を求めるものがほとんどであ

り、談話の globalな理解を要求していない。

@当然のことであるが、負荷の重いと思われるタスクが高校段階で噌えている。

(Appendix E参照)
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4.3.2.テクスト・タイプの側面から

① Descriptionの passageが圧倒的に多い。 【図7、8]

【図7]text typeの種類(中学校) 【図8]text typeの種類(高校OC-B)

@高校段階で Opinionexpressingを扱った passageが噌えている。

@地図を用いてのタスクは Instructionとよくなじむ。

@ Sequencingをたずねるタスクは、 Instructionあるいは Storytelli昭とよくな

じむ。

5.より良いタスク・デザインのための示唆

分析結果をもとに、今後より充実が望まれるタスクを2点に絞って提案してみたい。

5.1.学習者に 'communicativeresponses'を求めるタスクの充実

J-_記の考察から、教科i告におけるリスニング・タスクの特徴として、 Descriptionのタイプの

テクストを与え scanningや Identifyingに関わるタスクが多いことがわかった。この穫のタ

スクは、 inputpassageの表面的な理解と mechanicalな反応で対応できる羽合が多い。しかし、

Rost (1990: 30)カf

Understanding spoken language is essentially an inferential prl出国sbased on a 
perception of cues rather than a straightforward matching of sound to meaning. 

と述べているように、もっと学問者の思考))や判断力を引き/LIすようなタスクも与えたい。例え

ば次のようなタスクは、談話のより globalな理解を要求し、答えの選択肢の表現が問題文のそ

れと異なるので、学習者に・communicativeresponses'を求めるものとなっている。(尚、

'communicative responses'の定義については Richards1983: 234・35を参照)

(タスク例)
ジェットコースターに乗ったあとで [ Peggyと George] 

(Script) 
Peggy: 
George: 
Peggy: 
George: 

My goodness! My legs are still shaking. 
Well. this is just the beginning. 
You mean there is more? Let's go! 1 can't wait. 
1 felt the same way the first time 1 c四 e.

Q1. How.does Peggy feel about the ride? 
Q2. How did George feel when he first came to the park? 
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Q1. a. excited. 

b. sad. 

ιtired. 

Q2. a. frmny. 

b. thrilled. 

c. scared. 
(Birdland Oral Communication B: 65) 

また、このことを Canale(1983)などのコミュニケーション能力仮説との関連で考えてみると、

教科書におけるリスニング・タスクは、いわゆる grammaticalcompetenceのみで対応できるも

のが多いと解釈できる。他の sciolinguistic，discourse， strategic competencesを要求した

り、 {I¥Iばすようなタスクをもっと与えれば、学習者の 'communicativeresponses'をする能力

を充実させることができると思う。

5.2.学習者の skimming(とりわけnote-taking)skillsを伸ばすタスクの充実

分析データにもあるように、 ~Iain idea comprehensionや Fullcomprehension to summarize 

といった skimmingに関わるタスクが少ないことが伺える。 skimmingの能力を身につけるため

には、談話の macromarkersについて理解することが不可欠である(Chaudron& Richards 1986， 

Onishi 1994)0 0・Malleyet al.(1985)なども、学習者に色々な discoursemarkersに注意し

て passageを聞くように指導し、その効果について肯定的な報告をしている.また、分析の過

程で、 note-takingに関する系統的な指導が教科書ではほとんど見られないと感じた。初j学者に

対しては段fJJから autonomousな note-takingを期待することは不可能であり、それ放基本的

な formatをいくつか示し、まずはそれを利用させたい。 (Hamp-Lyons1983にその倒のいくつ

かが紹介されている。)そして、 note-takingはあくまで個人的な作業であるので、個々の学出

者の多線性や創造ftを尊重するタスクでなければならえZい。このような点を強調したタスクが、

今後より光尖されることを望みたい。

6.まとめ

教科i11におけるリスニング・タスクの分析結*から、 Descriptionのテクスト・タイプを川い

scanningをさせるタスクが圧倒的に多いことがわかった。これは特に初学者に対しては帳めて

健全でお災なアプローチであり、教材作成者のaむlきlがよく伝わってくる。ただ、ここで大切なこ

とは、このような教科治の特徴をよく認識し、光災が虫まれる分野のタスクを捕っていくことで

ある。機械的な反応でjiiりる表而的な解釈や scanningを求める作業だけでは、 autonomous(sI 
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立した)1 istenersを育てることはできない。もちろん、初学者に対して初めから autonomous

な 1isteningを求めることは不可能であるので、学習段階に応じて適切な supportを与え、徐

々にその supportの且や質を変えていくべきである。その際に本稿で提案した・Texttype-

task' matrixなどは、タスクの負荷調整に役立ち、学習者に与えるタスクの作業領域バランス

をJ点検するのに有益ではなかろうか。また、基本的なタスクに加えて、学習者に(1)・communi司

cative responses'を求め、 (2)skimming (とりわけnote-taking)skillsを仲ばすようなタス

クが今後より充実されることを期待したい。
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<Ap p e n d i x C> 
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Action 

Full Dictation 
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<A p p e n d i x D> 
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Partial Dic. 
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Verbal Response 
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Grid 

Full Dictation 

Map 

Sequencing 

Evaluate / P.S. 
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Action 。

タスク・タイプの頻度順 (高校 OC-B)

155 

87 司・・ーー.ー・--・------.-ー・ー・・ー.
・ーー_J__ー・・ーJ______J______:I_______

----τ------，・・・・・ー-.、--・・・・「・--ー--ー，ー・・・・・-

i乳 _4Q_ ー-，，-----_..._-----~--ー ---J......J. ・ー -...1
.幻.ー;ー-----J......j--...J---，.J------.J-----.J

22 -----T・・・・・・守・・・・・・・・，-------、----ー・守・--ー---，-------1 
・・・ー・__.L.______"・・ー---""-ー・・・・ J・ー・----1-_ _ _ _ _ _1_ _ _ _ _ __1 

14 
13 -r---ー・-.ー・・・・・可・・・・ー・『・・・・・・司・・・・・・『・・ー・ーー-，-------， 

5 ・_-___L___ ー--<ー・____.J.__・・ー_.J______~__ーー・_.Jー・・ーー--，ー・・ー・--，

4 
-τ・・・・・ー・1・・・・・・可・・・ー・・ 1・・・・・・・「・ー・・・ー

1 ・
------r------~------1------~ ・・-ー・・・喝・ー・・・・『・・ー・・--，・・・・・・ー.

却 40 印 回 1∞ 120 140 1&l 

i圃Description 回h加恥s./In凶叫叩図s拘tω。町 t匂ell叫 図句刷刷in川n川i叩 回 町pres訓屯叶l 

-209-



<Appendix E> 

中学校と高校 OC-Bにおけるタスク・タイプの比較

Action 
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Drawin~ 

Partial Dic. 
Grid 
Map 

M.C. / T or F 
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Evaluate / P.S. 
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1o 20 

1・中学校 図高校創|

却 40 
(%) 

【タスク分析に用いた教科書】

(中学校)

New Horizon English Course 1， 2， 3. 東京書籍.

New Crown English Series 1， 2， 3. 三省堂.

Sunshine English Course 1， 2， 3. 開隆堂.

NEW TOTAL English 1， 2， 3. 秀文出版.

Everyday English 1， 2， 3. 中教出版.

(高校 OC-B)

Listen命 -alCommunication Course B. 桐原書庖.

Hel1o， there! Oral Communication B. 東京書籍.

Birdland Oral Communication B. 文英堂.

El歩resswaysOral Communication B. 開陸堂.

Sailing Oral‘Communication B. 脅林館.
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